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研究背景 

足は人間の骨格系の重要な構成要素であり，歩行やランニングに重要な役割を果たして

いる[1]．そのような中，靴と足の関係は注目され始め，近年では整形外科医，義肢装具士

がインソール・足底板を用いて足のトラブルに対処するようになった[2]．従来の足底板は

主として足底部のアーチを保持するものとして使用されてきた[3]．近年では，歩行時の痛

みやスポーツ時の痛みの減少のためにも作成されており，小児から高齢者まで幅広く利用

されている．効果としては，足の底から足の動きを操作して足の機能を改善する事で，そ

の上部にある膝や股関節，腰などの動きに変化を加え，身体の負荷を軽減させる事が可能

とされている[2]． 

近年では，3D スキャナや 3D プリンタを用いたオーダーメイドのインソールも作成され

ており，インソールを作成することはより身近なものになりつつある．このようなオーダ

ーメイドのカスタマイズされたインソールの一例として，義肢装具士の手によってカスタ

マイズされたインソールがある．このインソールは，作る際に 3D スキャニングなどによ

るデータのやり取りのみでの装具の作成する場合がある．この場合は，ユーザーの軟部組

織の硬さや姿勢，場合によっては性格も考慮し装具をデザインする必要がある[4]．このよ

うに義肢装具士は経験や感覚による装具の調節や製作が許される立場である[5]．カスタマ

イズされたインソールは静止した状態で計測したデータから運動時に用いるインソールを

作成するため，義肢装具士の技術や主観による調整がインソールの設計に含まれていると

考える． 

 

 

研究背景 



 そこで本研究は，静止した状態で計測したデータから運動時に用いるインソールを作成

する義肢装具士の技術を定量評価することを目的とする. 

 

本年度の活動実績 

本年度は，以下の 2 点を中心に研究を行なった． 

①既存のインソールを用いて，インソールごとに変化があるのかの模擬実験． 

②定型のインソールを用いて，インソールごとに変化があるのかの模擬実験． 

結果の詳細は，控えさせていただきます． 

 

 

 

 

 

 

 

実験の様子              

 

今後の展望 

本年度は，既存のインソールや定型のインソールを使用した模擬実験を進めてきた．今

後は実際に義肢装具士の作るインソールを使用して解析し，それらの結果からインソール

作成時の技術を定量評価していこうと考える． 
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